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◆記事内容◆ 望縁郷（ぼうえんきょう）の願い！
望んでいます。地域の温かいつながり(縁)で、
誰もが安心して暮らせる肝付町 (郷 ) である
ことを！
ボランティアや福祉活動を、気軽に楽しく
(エンジョイ )、今日（キョウ）から始めて頂
きたいと願っています！
この「望縁郷」が故郷肝付町と町外の肝付町
出身の方との  望縁郷 (ぼうえんきょう ) に
なればと願っています！

10月から赤い羽根共同募金運動が始まりました。
運動期間１０月１日～１２月３１日
町民の皆さまの思いやり募金へのご協力をよろしくお願いいたします。

　集まった募金の約７０％は、それぞれの市区町村内の計画に基づいて使われる募金です。
　残りの約３０％は、みなさんの住んでいる市区町村を超えた広域的な課題を解決するための活動に、都道府
県の範囲内で使われています。
　共同募金の助成は、高齢者・障がい(児)者等支援、学校などの福祉教育活動、共同募金配分団体や音声訳ボラ
ンティアなど肝付町内の社会福祉活動を広く支援しています。

●共同募金のしくみ・使いみち

肝付町での使いみちを、WEBにて公開していますので、データーベース「はねっと」をご覧ください。
「共同募金」→「はねっと」→「肝付町」で

10月19日(日)　やぶさめイベント広場10月19日(日)　やぶさめイベント広場　　　　　10月４日（土）　マックスバリュ笠之原　　　　　10月４日（土）　マックスバリュ笠之原
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資金収支計算書　 (単位：円) 事業活動収支計算書　(単位：円) 
事業活動による収支 サービス活動増減の部

収入

会費収入 2,268,100 

収益

会費収益 2,268,100 
寄付金収入 2,123,646 寄付金収益 2,123,646 
経常経費補助金収入 27,504,773 経常経費補助金収益 27,504,773 
助成金収入 216,300 助成金収入 216,300 
受託金収入 38,887,393 受託金収益 38,887,393 
貸付事業収入 260,000 事業収益 7,280,133 
事業収入 7,280,133 負担金収益 140,110,313 
負担金収入 140,110,313 介護保険事業収益 43,599,760 
介護保険事業収入 43,599,760 障害福祉サービス等事業収益 5,905,180 
障害福祉サービス等事業収入 5,905,180 その他の収益 883,940 
受取利息配当金収入 26,447 サービス活動収益計（1） 268,779,538 
その他の収入 9,715,144 

費用

人件費 204,569,970 
　事業活動収入計（1） 277,897,189 事業費 78,891,278 

支出

人件費支出 204,910,234 事務費 5,160,850 
事業費支出 78,891,278 負担金費用 20,000 
事務費支出 5,160,850 減価償却費 1,249,997
貸付事業支出 260,000 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 270,242
負担金支出 20,000 徴収不能引当金繰入 0
　事業活動支出計（2） 289,242,362 サービス活動費用計（2） 289,621,853 

事業活動資金収支差額（3）＝（1）-（2） △ 11,345,173 サービス活動増減差額（3）＝（1）-（2） △ 20,842,315
施設整備等による収支 サービス活動外収支の部

収入 0 
収益

受取利息配当収益 26,447 
施設整備等収入計（4） 0 その他のサービス活動収益 8,831,204 

支出 固定資産取得出 156,200 サービス活動外収益計（4） 8,857,651 
施設整備等支出計（5） 156,200 費用

0 
施設整備等資金収支差額（6）＝（4）-（5） △ 156,200 サービス活動外費用計（5） 0 

その他の活動による収支 サービス活動外増減差額（6）＝（4）-（5） 8,857,651 
その他の活動による収入 8,431,950 経常増減差額（7）＝（3）+（6） △ 11,984,664

その他の活動収入計（7） 8,431,950 特別増減の部

支出 その他の活動による支出 7,213,020 収益 固定資産受贈額 111,292,166 
その他の活動支出計（8） 7,213,020 特別収益計（8） 111,292,166 

その他の活動資金収支差額（9）＝（7）-（8） 1,218,930 費用 固定資産売却損・処分損 9 
予備費（10） 0 特別費用計（9） 9 

当期資金収支差額合計（11）＝(3）+（6）+（9）+（10） △ 10,282,443 特別増減差額（10）＝（8）-（9） 111,292,157
前期末支払資金残高（12） 24,444,118 当期活動増減差額（11）＝（7）+（10） 99,307,493

当期末支払資金残高（11）+（12） 14,161,675 前期繰越活動増減差額（12） △ 1,095,262
当期末繰越活動増減差額（13）＝（11）+（12） 98,212,231
基本金取崩額（14） 0 
基本取崩額（15） 0 
その他の積立金取崩額（16） 0 
その他の積立金積立額（17） 0 
次期繰越活動増減差額（18） 

＝（13）+（14）+（15）+（16）-（17） 98,212,231

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部 

貸　借　対　照　表　 （単位：円）
資 産 の 部 負 債 の 部

金　額 金　額
32,821,916 　流動負債　流動資産 28,785,908 

　　預貯金 12,282,716 　　事業未払金 14,802,875 
　　事業未収金 20,539,200 　　賞与引当金 10,125,667 

　　職員預り金 3,857,366 
223,779,290

　基本財産
固定資産

114,204,414 　固定負債 89,359,900 
　　　基本財産特定預金 2,000,000 　　退職給付引当金 83,665,900
　　　建物 110,624,414 　　退職給付引当金 5,694,000
　　　土地 1,580,000
　その他の固定資産 109,574,876 　負債の部合計 118,145,808 
　　　建物 3
　　　構築物 1 純 資 産 の 部
　　　器具及び備品 1,226,298
　　　車両運搬具 1 　基本金 2,000,000 
　　　退職手当積立基金預け金 64,726,064 　国庫補助金等特別積立金 442,908 
　　　退職手当積立基金預け金 5,694,000 　その他の積立金 37,800,259 
　　　福祉基金積立資産 4,000,000 　　福祉基金積立金 4,000,000
　　　財政調整基金積立資産 21,534,404 　　財政調整基金積立金 21,534,404
　　　備品購入積立資産 10,910,000 　　備品購入積立金 10,910,000
　　　福祉車輌購入積立資産 1,355,855 　　福祉車輌購入積立金 1,355,855
　　　徴収不能引当金 △ 6,750
　　　長期貸付金 135,000 　　次期繰越活動増減差額 98,212,231

　　（うち当期活動増減差額） 99,307,493
　純資産の部合計 138,455,398

256,601,206 　負債及び純資産の部合計資産の部合計 256,601,206 

令和６年度　決算報告
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令和６年度　財産目録
令和７年３月31日現在 (単位：円)

資産・負債の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１.　資産の部 ２.負債の部
流動資産 流動負債
（１）預貯金 12,282,716 （１）事業未払金 14,802,875
（２）事業未収金 20,539,200 （２）賞与引当金 10,125,667

（３）職員預り金 3,857,366

流　動　資　産　合　計 32,821,916 流　動　負　債　合　計 28,785,908
固定資産 固定負債
（1）基本財産 114,204,414 （１）退職給付引当金 83,665,900
（２）その他の固定資産 109,574,876 （２）退職給付引当金 5,694,000
建物 3 89,359,900
構築物 1 118,145,808
車輌運搬具 1 138,455,398
器具及び備品 1,226,298 　 

町民の皆さんからのご質問

　 Q．社会福祉協議会の会費って何に使われていますか。 

　A．地域のボランティア育成や福祉機器(子供用車椅子等) 
　の貸与、小学校や中学校等への出前福祉教育や体験学 
　習などの地域福祉事業に使われています。 

退職手当積立基金預け金 64,726,064
退職手当積立基金預け金 5,694,000
福祉基金積立資産 4,000,000
財政調整積立資産 21,534,404
備品購入積立資産 10,910,000
福祉車輌購入積立資産 1,355,855
長期貸付金 135,000
徴収不能引当金 △ 6,750

固　定　資　産　合　計 223,779,290
256,601,206

                              　　　　　　     　収入の部 支出の部
①事業活動による収入　計 272,818 ①事業活動による支出　計 267,934
 会費収入 2,390  法人運営事業 31,815 ②施設整備等支出　計 0
 寄付金収入 1,900  生活福祉資金貸付事業 3,823 ③その他の活動による支出　計 6,830
 経常経費補助金収入 27,786  居宅介護支援事業 14,198 ④予備費 0
 助成金収入 133  訪問介護事業 26,775 合計(①～④) 274,764
 受託金収入 32,474  訪問入浴介護事業 4,427
 貸付事業収入 300  小口貸付事業 300
 事業収入 8,000  共同募金事業 200

※社会福祉協議会の会計は，「社会福祉法人
会計基準」に基づき編成されていますが，こ
こでは分かりやすくするため，支出の部を経
理区分（各事業）ごとに掲載しております。

 負担金収入 147,732  地域支援事業 1,050
 介護保険事業収入 45,513  地域福祉事業 5,544
 障害福祉サービス等事業収入 6,042  障害者総合支援事業 4,531
 その他の収入 542  地域包括支援サブセンター事業 30,319
 受取利息配当金収入 6  福祉ｻｰﾋﾞｽ利用支援事業 1,597
②施設整備等収入　計 0  おおすみ地域成年後見センター事業 12,153
③その他の活動による収入　計 200  養護老人ホーム国見園事業 131,202
④前期末支払資金残高　計 600
合計(①～④) 273,618

令和７年度資金収支予算書
(単位：千円)

固　定　負　債　合　計
負　　債　　合　　計
差　　引　　純　　資　　産

肝付町社会福祉協議会では、これからも「みんなの
参加で福祉の町づくり」をキーワードに地域福祉向
上に取り組んでまいりますので、皆様方のご意見な
どお聞かせください。 
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　日本赤十字社の活動は、みなさまからお寄せいただく「会費」と「寄付金」によって支えられ、国内外の災害に
備えた救援物資の備蓄や救護班の訓練、活動等が行えています。
　鹿児島県内では、令和７年８月８日に線状降水帯の大雨により、姶良市と霧島市が床上浸水や土砂崩れ、１週間
程の断水等の災害が起こりました。また８月２１日の台風１２号の大雨の影響にて、鹿児島市内や特に南さつま市では、
加世田川が氾濫し住宅が泥水につかったり、床上浸水等の災害がありました。
　９月現在、霧島市・姶良市・南さつま市に、災害ボランティアセンターが設置されており、ボランティアの方々が参
加され片づけ等をされております。鹿児島県内外の社協も協力しながら対応しています。
　また、町内でも被災された方へ日赤災害支援物資を配布しております。〔日用品類・毛布・タオルケット・ブルーシート〕
　いつどこで災害が起こるかわからない状況の中で、赤十字としても防災知識習得と地域連携を目的とした防災セミ
ナー等にて、防災意識の向上、訓練、実演などの啓発活動に努めています。
　振興会等で年間行事の計画に組み入れているところも多いようです。気になる内容がありましたら、遠慮なく事務
局へ相談してください。地震災害の備え、避難経路を考える、健康のことなど、日赤より派遣されて講習会指導員
が伺いますので、是非活用されてみてはいかがでしょうか。（公民館や振興会は費用免除となります。詳細について
はお問い合わせください。）

　日本赤十字社会員増強運動月間 (５月 ) から各振興会長・班長様のご協力をいただき、皆様から肝付町分区（肝
付町社協）へお寄せいただいた会費は、日本赤十字鹿児島県支部へ送納しています。お忙しいところ、ご協力頂
きましてありがとうございます。

○救急法　○水上安全法　○幼児安全法　○健康生活支援講習　○赤十字防災セミナー
※10人以上のグループ (受講者 )を対象に赤十字講習会指導員派遣をおこなっています。
※上記ホームページで詳細をご確認の上、派遣希望日の 2ヶ月以上前に ( 原則 ) お問い合わせください。　

　県民の皆様が健康で安全な生活をおくっていただくために、日本赤十字社鹿児島県支部では下記講習会を開催
しています。これらの講習会で身につけた知識と技術は、日常生活だけでなく非常時やボランティア活動などにも
役立ちます。
　日程及び各種講習の内容につきましては日本赤十字社鹿児島県支部ホームページ等でご確認ください。

　≪備蓄の準備・見直し》　使用期限が切れる前に入れ替え
をしてストックをする、出来ることから備えるなど地震対策の
話しと、健康の話しをされました。

公民館の防災セミナーの様子

日本赤十字社　肝付町分区からお知らせ

ご理解とご協力ありがとうございます

赤十字救急法等講習会・赤十字防災セミナーのご案内

◯日本赤十字社鹿児島県支部◯

【講習受付】099-256-2099【代表電話】099-252-0600　受付時間　平日9:00～17:00

　※申込用紙は日本赤十字社肝付町分区(肝付町社会福祉協議会内)にも準備しています。

　水

食料品

携帯トイレ

１日３リットル　×　７日分　×　人数分

１日３食　　　　×　７日分　×　人数分

１日の回数　　　×　７日分　×　人数分

（トイレは断水や配管の破損で使えなくなる可能性があるので、ビニール袋の

　中に新聞紙などを入れて代用も可。）
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　普段あまり使用しない車椅子を実際に使用してもらい、乗る側も介助する側も、使用方法
や段差の昇り降り等を体験しました。

　アイマスクを着用し白杖を持ち、実際に介助する方と２人組で歩いて
もらいました。階段等は白杖を頼りにしても恐怖心があり、白杖を上に
あげる動作は介助を求める意思表示であることや、介助する方も声掛
けや腕を掴んでもらい半歩前を歩く等の体験をしました。前方から「何
かお手伝いすることはありませんか」と声掛けして介助することを学び
ました。

　各小中学校において、福祉についてのお話や高齢者や障がい者の疑似体験を通して、福祉へ
の理解と関心を持つ児童生徒を育成する目的で、町内の小中学校で福祉教育を実施しています。

福 祉 教 育

車椅子体験

視覚障がい者体験

　疑似体験教材用具を付けて、加齢に伴う身
体的機能の低下の理解を図り、思うように動
けない大変さを実感し「相手の立場に立って
困っている方がいたらサポートしていきたい、
ボランティアなどにも積極的に参加して理解を
深めていきたい」など感想が聞かれました。

高齢者疑似体験

　「人はみんな違うところはあるが受け入れて、協力して助
け合って生きていくことで、みんながふだんのくらしをし
あわせに過ごせる。ボランティアは身近なできることから
何ができるかまた人と人とのつながりが重要で高齢者介護
や障がい者、災害時でも絆が大事になってくる」という内
容のお話をさせていただきました。

福祉教育
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養護老人ホーム国見園養護老人ホーム国見園 四季のたより四季のたより

養護老人ホーム国見園での、春から夏にかけて入居者様と一緒に楽しく過ごした行事をご紹介します。

スタッフ募集については、直接お問い合わせください。【担当:中村（浩）】

◆養護老人ホーム国見園
〒893-1207　鹿児島県肝属郡肝付町新富４５８５番地２　ＴＥＬ ：０９９４－６５－２３０２　ＦＡＸ ：０９９４－６５－１５６０

園内のビワ収穫から
　　調理まで満喫！

大楠と海辺の
　　散策を満喫

夏恒例のそうめん
流しを堪能



⑦ふ くし ボ ラ ン テ ィア 情 報 誌令和７年度

　令和 7年度「サマーボランティア」が８月 5日（火）から 8月 8 日（金）の期間に開催され、町内の児童・
生徒１ 8 名が福祉ボランティアを体験しました。サマーボランティアは、青少年が地域への支援について学び、
高齢者や障がい児・者、児童等への理解と思いやりの心を育み、ボランティアなど福祉活動の意欲を醸成す
ることを目的に実施しています。
　初日は、ボランティアや災害への備えについて講話や体験を交えながら理解を深め、午後からはパラスポー
ツ（障がいを持った人々がそれぞれの障がいに応じた工夫やルール、用具を用いて楽しむスポーツ）の体験を
しました。２日目以降は、町内の福祉施設の協力を頂き、それぞれが普段では感じることのないことに気づい
たり、行動や声かけを行うことの難しさなどを感じながらも楽しく実りある体験になったようです。参加した
学生からは、「ふくしについて理解が深まり、これからの社会についても学ぶことができました。今後のボラ
ンティア活動に生かしていきたいと思います。」などの意見がありました。

ふくしや災害について考え、これら
の生活に生かすにはどうしたらよい
かなど意識する力が身つきました。
また、多くを学びこれからの生活や
将来に向けて少しでも考える機会に
なりました。参加者の皆さん、たい
へんお疲れさまでした。

「サマーボランティア」がんばりました～！「サマーボランティア」がんばりました～！

〇高山こども園　　　　　　　　　〇天上会　「カイロス・わたぼうし」　　
〇特別養護老人ホーム　花神荘　　〇養護老人ホーム　国見園

福祉施設の皆さん、たくさんのご協力ありがとうございました。

協力機関



⑧ ふ くし ボ ラ ン テ ィア 情 報 誌 令和７年度

「ボランティアをしたい方」と「ボランティアを
受けたい方」との調整を行います。

　ボランティアに興味のある方、空いてる時間を活かしたい、地域貢献したいと思っている方、自分の趣味や
得意なことを生かしたい方がおられましたら、個人でも団体でも、ご登録からよろしくお願いします。
（ボランティア活動時間に関しては、下の保険に加入することが出来ます。）

お問い合わせ
肝付町社会福祉協議会　電話 ： 68-8188　ＦＡＸ ： 68-8187　　肝付町社会福祉協議会　電話 ： 68-8188　ＦＡＸ ： 68-8187　　
ボランティアに関心のある方は、気軽にご連絡ください。

ボランティア
センター

ボランティア
をしたい方

ボランティア

受
け
入
れ
の
相
談

活
動
の
相
談

活
動
の
支
援

人
材
の
派
遣

ボランティア
を受けたい方内之浦フラダンス同好会


